
【基調報告】  

松戸市高齢者虐待防止ネットワーク事業  
松戸市介護支援課介護予防推進担当室  

保健師長 井上 スエ子  

地域包括支援センターの今後の取り組み  

1地域での虐待発生予防  

2 通報受理体制の明確化（義務化）  

3 立入り調査決定のシステム化  

4 緊急保護体制の整備  

5 権利擁護の視点の強化  

6 施設内虐待防止への積極的な介入  
7 虐待対応後のフロー  
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≡基調報告】  

北九州市における高齢者虐待防止システム  
北九州市保健福祉局高齢者福祉課  

在宅福祉係長 大庭千賀子  

北九州市の概要   

98ヲ，窃5ヲÅ搾成う時3月3帽現在】  ⑳Åロ  

⑳高齢者数   221，尊卑1Å（望2．4％）  
【平成瑠る年3月31日現在】  

⑳介護保険要介護認定者数   【平射碑3月】  

46，983人  
＊貰1号被保険者に占める割合 21．7％  

⑳認知痘高齢者数億知症自立度Ⅱ以上）【平成16年産経計ヨ  

19，492人  
＊高齢者人口に対する出現率 9．2％  
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【基調報告】  

北九州市における高齢者虐待防止システム  
北九州市保健福祉局高齢者福祉課  

在宅福祉係長 大庭千賀子  
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監基調報告】  

北九州市における高齢者虐待防止システム  
北九州市保健福祉局高齢者福祉課  

在宅福祉係長 大庭千賀子   



【基調報告】  

北九州市における高齢者虐待防止システム  
北九州市保健福祉局高齢者福祉課  

在宅福祉係長 大庭千賀子  

高齢者の虐待防止に関する検討会  

●目 的 高齢者の虐待予防や、気づき・発見、迅速かつ  

適切な対応から継続的な見守りにいたる、一貫した  

虐待防止システムを構築することにより、高齢者が  

その人らしく、安心して暮らせるまちづくりに資する。  

●設置期間 平成16年11月～平成18年4月  

●検討内容 ①居宅における高齢者虐待の実態調査  

②本市における高齢者虐待防止システム  

③虐待防止に係る啓発活動のあり方  

④居宅における高齢者の虐待防止マニュアル  

●委員長  西南女学院大学保健福祉学部 伊藤直子教授  
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北九州市保健福祉局高齢者福祉課  
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【基調報告】  

北九州市における高齢者虐待防止システム  
北九州市保健福祉局高齢者福祉課  

在宅福祉係長 大庭千賀子  

北九州成年後見センター「みると」  

設置運営：有限責任中間法人北九州成年後見センター  

（弁護士、司法書士、社会福祉士、家族の会、市社協等）   

対  者：判断能力が不十分で、権利や財産の侵害を  
受けている高齢者・障害者等   

事業概要：①成年後見制度に関する相談  

②成年後見の申立て支援  

③法人後見業務  

④成年後見制度に係る研修、啓発  
⑤市長申立て事務の受託 他  

権利擁護センター「らいと」  

設置運営：   

対  象：   

事業概要：  

北九州市社会福祉協議会   

市内の概ね65歳以上の高齢者等   

①金銭管理サービス   

（預貯金の出入、家賃等の支払い）  

②生活支援サービス   

（サービスの利用手続き・調整等）  

③財産保全サービス   

（通帳・証書等の保管など）  

④その他   

（弁護士紹介、遺言にかかる紹介など）  
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E基調報告ヨ  

北九州市における高齢者虐待防止システム  
北九州市保健福祉局高齢者福祉課  

荏宅福祉係長 大庭千賀子  

官民協働による権利擁護システム  

市民センタ丁を中心とした  

対 象 判断能串の衰えた市内の  
高率草・時季者串  

本集権要 ①金銭管理サービス  
②生活支援サ」ビス  
③財産保全サ「ビス串  

地域包括支援センタ墟  
○車乗確偲、サービス閥整、見守り等  

区統括支援センタm  
0日難事例に対する助言、萌堅  
○立入閤査、警察署長への援助  
○老人福祉法に基づく措置 等  

保健福祉局  ⊇  琴                     匠雄二】            ⊇  
○情報提供、全体調整  

Ⅶ  

股置選管 有限受任中間  人  
北九期成年後見センター  

対  象 判断能力の変えにより権利や  
財産の侵害を受けている  
高齢者‘椿事者等  

卒雲概要 ①成年後見倒産に係る相談  
②申立て手続きの支援  
③法人後見茶寮革   ○専門的・技輯的な支捷  
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【基調報告】  

北九州市における高齢者虐待防止システム  
北九州市保健福祉局高齢者福祉課  

在宅福祉係長 大庭千賀子  

家族介護支援事業  

●ささえあい相映金   

目 的  高齢者を介護している家族の悩みや相談を  

介護経験者が聞き、経験に基づく助言をしたり  

気持ちに寄り添うことにより、家族の精神的・  

身体的な負担の軽減を図る   

概 要  原則、各区で月1回（10：30～15：30）程度開催  

○高齢者見守りサポーター派遣手業   

目 的  認知症や寝たきり等の高齢者を介護する家族  

の介護疲れの緩和やリフレッシュのため、見守リ  

サポーターを派遣する   

概 要  9時～20時までの間、1日6時間まで利用可能  

1時間30分あたり500円（交通費別途）   

高齢者虐待防止のための啓発事業  

平成18年庭草莱（予定）  

1「高齢者虐待防止」と「認知症」をセットにした講演会の開催  

●テーマ   

誰もがその人らしく、いきいきと安心して暮らせるまちづくり  

◎ポイント   

①「高齢者虐待」の背景には認知症高齢者の問題行動   

②「高齢者虐待」と「認知症」の正しい理解の推進   

③裾野の広がり・‥「誰にでも起こりうること」  

2 権利擁護マップ   

市内の権利擁護期間を網羅。相談内容で検索。  
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【基調報告】  

北九州市における高齢者虐待防止システム  
北九州市保健福祉局高齢者福祉課  

在宅福祉係長 大庭千賀子  

現状と課題 ②  

各区の統括支援センターが中心となって  

高齢者虐待へ対応  

●従来の高齢者虐待・権利擁護に係る相故・対応の   

窓口は  

区役所保健福祉相談係（事務職・保健師）  

在宅介護支援センター  

●地域包括支援センターの社会福祉士の多くは  

高齢者膚待への対応が未経験  
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【基調報告】  

北九州市における高齢者虐待防止システム  
北九州市保健福祉局高齢者福祉課  

在宅福祉係長 大庭千賀子  

題 ③  現状と  

●各区の「保健・医療・福祉・地域連携推進協議会」の   

中に虐待防止ネットワークをつくり、   

地域色括支援センターとの連携・協力体制を整備   

することとしているが、区によって活動に善がある  

【主なメンバー】  

医療：医師会、歯科医師会、薬剤師会、看護協会など  
地域：自治会、区社協、民児協、女性団体連絡会 など  

福祉：介護サービス事業者連絡会、高福協 など  

その他：弁護士会、大学、保育所連盟、小学校校長会、  

警察署、消防署、市民センター など  

題 ④  現状と  

「高齢者虐待」に関する市民理解が  

まだ進んでいない  

●どういう行為が「膚待」となるのか、について市民・   

介腹保険サービス事業者の艶騰がまだ不十分  

●特に、夫婦間、親子間等の緊密な家族関係の中   
で膚待が起きている場合は、本人及び膚待者の   

双方が虐待と認撤していない場合が多く、気が   

ついた時には、虐待が深刻化している  
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